
串校下のまいぶんマニュアル 

串校下は、加賀三湖（今江潟・木場潟・柴山潟） 

にかこまれた （月津台地）にあります。 

現在は今江潟全体と柴山潟の３分の２は埋め立てられています。

この台地上には、縄文時代のむらや古墳時代の古墳、飛鳥時代～平安時代の 

渡来人やものづくり集団のむらなど、たくさんの遺跡があります。 

 

（串町・額見町） 

おもな時代は 。 

教科書の小単元は 。 

ポイント①＝全長約５２ｍを測る 。ふき石

や埴輪は見つかっていませんが、幅７～８ｍの

にかこまれています。

ポイント②＝教科書に登場する の全

長と比べると しかありません。古墳の大

きさから の力の強さがうかがえます。 

ポイント③＝ に築かれたと考えられて

います。どんな人が埋葬されていたかはわかって

いません。 

 

 

（串町） 

おもな時代は 。 

ポイント＝縄文時代の終わり頃に人が住んでいたことが 

わかっています。調査で見つかった に 

は、 のある東北地方の縄文土器に 

影響を受けた文様がつけられています。 
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